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主な著書�
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研究関心�
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講演要旨	
•  　FacebookやTwitterなどソーシャルメディアが個人からの情報発信

を容易にした現代。ソーシャルメディアが多様な議論をベースにし
た「公共圏」を構成するという期待の一方、フェイクニュースや炎上
などの問題現象も多発するようになった。ソーシャルメディアがアメ
リカ大統領選挙やイギリスのEU離脱など重大な世論形成にも影響
したとされ、次世代の通信市場をめぐって米中の貿易対立は激化
している。人と人とのコミュニケーションを媒介するはずのソーシャ
ルメディアが、かえって社会の分断を引き起こしているとの指摘も
ある。	

•  　ソーシャルメディアの影響は研究領域にも及んでいる。ビッグデー
タやシミュレーションなどを用いた計算科学は、科学の第三の形態
で、実験/観測と理論の間を補間し、自然科学と人文社会科学を架
橋すると期待される。それは同時に、研究倫理のあり方に再検討を
迫るものでもある。	

•  　光と闇が表裏一体となったソーシャルメディアの時代、社会にお
いて共有されるべき倫理について、日米中での調査結果もふまえ
つつ、改めて問い直したい。	
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はじめに	
•  ニュースはソーシャルメディアからやって来る	
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https://www.agweb.com/article/farmer-support-for-
trump-holds-strong-and-steady/	

https://news.gallup.com/poll/258359/trump-job-approval-early-june.aspx?
g_source=link_NEWSV9&g_medium=TOPIC&g_campaign=item_&g_content=Tru
mp%27s%2520Job%2520Approval%252043%2525%2520in%2520Early%2520Jun
e	



１．頻発するネットトラブル	

2019.6.17　遠藤　薫	 9	

13702件	

ジャニーさんが病院搬送	

https://www.tokyo-sports.co.jp/entame/
johnnys/1439328/	

Yahoo!リアルタイム検索による	



ジャニーさんのフェ
イクニュース？	
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2019年6月18日夜　＜新潟・山形地震＞日本海側、
Ｍ７級発生も　震源一帯ひずみ集中（河北新報）　	

•  新潟地震と同じ断層系で発生か　（NHK	NEWS	WEB）	
•  06月19日　12時19分	
•  今回の地震について、新潟大学災害・復興科学研究所の卜

部厚志教授は「５５年前の新潟地震が起こったところの同じ
断層系のすぐ北側の場所で、破断が起こっているといえると
思う」と述べ、１９６４年の新潟地震と同じ断層系で起きた地
震の可能性があると指摘しました。	

•  また、発生のメカニズムについては、断層を境に岩盤が上下
にずれ動く「逆断層タイプ」とみられるということです。	

•  一方、今後の注意点として卜部教授は「地震活動で土砂崩
れが起こる可能性もあるし、梅雨のシーズンで雨が土砂にし
み込むことで、土砂災害の引き金となるおそれがある。厳重
な警戒が必要だ」と述べ、土砂災害に厳重に警戒するよう求
めています。	

•  また、津波についても「同じような地震が発生した場合、海底
が震源なので津波が起きる可能性はある。特に沿岸部に住
んでいる人たちは十分に警戒してもらいたい」と話していまし
た。	
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人工地震？？？フェイクニュース！	

•  「新潟で震度６強人工地震！？！？
（中略）自然を玩ぶと、地球が滅ぶ
ぞ・・！安倍晋三！」（18日22時31分）	

•  「“金融庁2000万円報告書”の騒動をか
き消すためにドンピシャのタイミングで
地震を起こしやがった...。18	22	22	こん
な露骨な数字なら素人でも人工地震だ
とわかる。ホントに怖いね、安倍政権
は」（18日23時49分）	

•  「この地震が発生する1年前、大阪北部
で地震が発生。そのちょうど1年が経っ
た後にまた大きな地震が新潟にありま
した。こんな偶然は考えられず、これも
また人工地震だと考えられます」（18日
23時49分）	

•  「今回の #人工地震 の目的は、#年金
問題 の火消しでしょう」（19日0時05分）	

•  https://www.j-cast.com/
2019/06/19360428.html?p=all	
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１．頻発するネットトラブル	

•  様々なネットトラブル	
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Justice	Warrior（正
義の戦士）	

不適切な発言	

炎上	

拡散	

叩き	

攻撃的な発言、誹謗/中傷	
ヘイトスピーチ（差別的発言）	
デマ・誤情報・フェイクニュース	
不謹慎な発言や動画	
軽率すぎる発言や動画	

甚大な被害	

個人情報のリーク	

過剰な社会的制裁	



１．頻発するネットトラブル	

•  ネットトラブルの経験（日本）	
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「ライフスタイルに関する調査」	
実施主体：遠藤薫、2019.3実施、インターネットモニター調査（割当）、N=5000	



１．頻発するネットトラブル	

•  ネットトラブルの経験（アメリカ）	
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「コミュニケーションに関する調査」	
実施主体：遠藤薫、2019.3実施、インターネットモニター調査、N=500	



１．ネットトラブルと間メディア社会	

•  ネットトラブルの経験（中国）	
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「中国コミュニティに関する調査」	
実施主体：遠藤薫、2019.3実施、インターネットモニター調査、N=500	



１．頻発するネットトラブル	

•  ネットトラブルの経験（日米中比較）	
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見かけたことがある	 被害に遭ったことがある	



１．頻発するネットトラブル	

•  ネットトラブルの経験（日米中比較）	
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転送したことがある	発言したことがある	



１．頻発するネットトラブル	

•  トラブル頻発の原因は？	
– 集団思考／集団浅慮　⇔集合知	
– 集団極性化	
– エコーチェンバー現象	
– 情報カスケード現象	
– 情報操作	
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集団思考／集団浅慮（Group Think）�
•  Janis, Irving, Groupthink: Psychological Studies of Policy 

Decisions and Fiascoes, 2nd edition (Boston: Houghton Mifflin 
Company, 1982).�

•  集団思考：集団で合議を行う場合に不合理あるいは危険な意思決定が
容認されること、あるいはそれにつながる意思決定パターン�

•  先行する条件�
–  団結力のある集団が、�
–  構造的な組織上の欠陥を抱え、�
–  刺激の多い状況に置かれる	

•  集団思考の兆候�
–  第1類型：自分たちの集団に対する過大評価。	
–  第2類型：閉ざされた意識。	
–  第3類型：同調圧力。	
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集団極性化（Group Polarization）�

•  集団極性化：集団討議後になされる集団反応の平
均が，討論前に個々人によってなされた反応の平均
よりも，同一方向により極端になって現れる現象。�
–  Risky	Shift	
–  Cautious	Shift	
–  Polarization（Moscovici,	S.	&	Zavalloni,	M.1969）	

•  ���⇧�
–  情報的影響	
–  社会的比較	
–  自己カテゴリー化論（Turner,	J.	C.1987）	
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エコーチェンバー現象	

•  自分と同じ意見があらゆる方向から返ってくるよ
うな閉じたコミュニティで、同じ意見の人々とのコ
ミュニケーションを繰り返すことによって、自分の
意見が増幅・強化される現象。	

　　⇩	
•  フィルターバブル (filter	bubble)		

–  「インターネットの検索サイトが提供するアルゴリズム
が、各ユーザーが見たくないような情報を遮断する機
能」（フィルター）のせいで、まるで「泡」（バブル）の中
に包まれたように、自分が見たい情報しか見えなくな
ること。	
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エコーチェンバーと分極化	
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Media	sources	shared	on	Twitter	during	the	election	(nodes	sized	in	proportion	to	Facebook	shares).	
	Study:	Breitbart-led	right-wing	media	ecosystem	altered	broader	
media	agenda　（Columbia	Journalism	Review）	



情報カスケード現象�
•  情報カスケード�

–  情報不足の状態で、他者への同調が功利的と考えてしま
うため、誤判断が累積する	

–  ⇒ポジティブな場合も	
•  イノベーションの普及過程など	

•  サイバー・カスケード�
–  Sunstein,	Cass,	2001,	Republic.Com,	Princeton	University	
Press	

–  「ある特定の事実あるいは見解が、多数の人が信じていそ
うだという理由だけで、広くゆきわたる情報交換のプロセ
ス」（訳書：65）�
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情報操作（Media Manipulation）�

•  アクティビズム(activism）�
•  宣伝（advertizing）�
•  ホークス（hoax）�
•  プロパガンダ（propaganda）�
•  パブリック・リレーション（PR, public 

relations）�
•  Search engine marketing�
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２．ネットトラブルと間メディア社会	

•  これらの現象は、ソーシャルメディア空間にお
いて特に注目されたが、既存のマスメディア
空間、リアル空間でも一般的に現れる現象	

•  ソーシャルメディアによる影響	
– 高速化	
– 大規模化	
– 組織化	

2018.6.25�遠藤�薫� 26�



２．ネットトラブルと間メディア社会	

•  それはネットのせいなのか	

– ソーシャルメディア・イベント：2016.1.3〜6.25	
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問題認知度とのずれ�
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⇧�どちらが「正しい」とも言えないが・・・�

2016年1月〜6月のGoogle Trends 検索量の平均�

インターネットモニター調査による問題認知度
（2016年3月実施､N=7231、県別・性別・年代別割当）�



間メディア・スキャンダルの空間�

新聞・
雑誌	

被告発者	 人びとのリアリティ	

伝達� 反応�

自己増殖�

TV	 ネット	

自己増殖� 自己増殖�

相互感染�

処罰の要求�
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事例�舛添スキャンダル�
•  2015年4月2日号週刊新潮　「「舛添要一」都知事が5回の海外出張に2億

4000万円を計上した」	
•  2016年4月7日　NEWS	POST「舛添都知事　1000万円超かけた2泊3日ソ

ウル出張の中身検証」	
•  2016年4月22日　「「1泊15万円」米国出張に批判2000件」（J-Cast）	
•  2016年4月27日発売　週刊文春5月5・12日合併号「舛添都知事「公用車

で湯河原通い」」（内部告発）	
•  2016年5月11日発売　週刊文春「舛添都知事　血税タカリの履歴」	
•  2016年5月18日発売　週刊文春「舛添都知事に“政党交付金400万円”ネ

コババ疑惑が発覚！」	
•  2016年5月25日発売　週刊文春「舛添都知事、公用車で年間38回“美術

館めぐり”で新疑惑」	
•  2016年6月2日発売　週刊文春「独走第5弾　姪が怒りの告発 舛添都知

事 「母介護の大ウソと 骨肉の銭ゲバ闘争」」	
•  2016年6月9日発売　週刊文春「舛添都知事に新疑惑！　休日に公用車

で「N響『第9』コンサート」へ」	
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間メディア・ス
キャンダル	



２．ネットトラブルと間メディア社会	

•  間メディア社会ということ	
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３．フェイクニュースとは	

•  本来「フェイクニュース」とは	
– フェイク（Fake）：「本物でない（not	genuine）、模造

の（imitatuon）、見せかけの（forgery）、見せかけ
の（sham）」 （オックスフォード辞書）	

– フェイクニュース（Fake	News)：	
•  誤った認識による誤情報（misinｆormation）	
•  情報操作のための偽情報（disinｆormation）	
•  風刺を目的としたパロディ表現	
•  その他多様なものが含まれる曖昧な日常語 	
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３．フェイクニュースとは	

•  現在のような“fake”のバズワード化	
　　⇧	
•  大統領選におけるソーシャルメディア利用	
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Google	Trends　（2019.1.9閲覧） 	



３．フェイクニュースとは	

•  1969年　インターネットの原型であるArpanet開発	
•  1993年　クリントン＝ゴア政権によるインターネットの

一般利用の解禁	
•  2000年代　ソーシャルメディアが一般に浸透	
•  2008年　大統領選（オバマvs.マケイン）では、ソーシャ

ルメディアが選挙の強力な武器として注目された。 	

–  ソーシャルメディア	
•  双方向・リアルタイムの情報発信を可能にし、専門家でも容易に

利用可能であることを特徴とするインターネット上のサービスの総
称である。代表的なサービスとしては、Facebook、Twitter、LINE、
instagram	など	
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３．フェイクニュースとは	

•  インターネット選挙	
•  ⇒ネガティブ・キャンペーンの激化	
•  ⇒誹謗中傷、フェイク	
•  ⇒社会問題化	
•  ⇒ファクトチェック	
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https://www.youtube.com/watch?v=ObtdDx_XCXs	



ファクトチェックの動き	

•  ファクトチェック：情報の正確性・妥当性を検証する行為。事実検証
または事実確認。	

•  ファクトチェック機関の例：ペンシルベニア大学が運営する
FactCheck.org、ワシントン・ポスト紙のFact	Checker	(ピノキオの
マーク数で真偽を視覚化)、タンパベイ・タイムズ紙が運営するポリ
ティファクトなど。日本でもファクトチェック・イニシアティブ設立	
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４．2016年選挙とフェイクニュース	

•  フェイクニュースの跋扈	
–  「ローマ法王はトランプ支持を明らかにした」	
–  「トム・ハンクスはトランプ氏を応援している」	
–  「クリントン氏のメール問題でFBI担当捜査官が無理心中」	
–  ・・・・・・	
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４．2016年選挙とフェイクニュース	

•  候補者たちのフェイク	
– クリントン：選挙戦を通じて、国務長官時代に使っていた

私用メールサーバーの問題が批判に晒され続けた 	
– トランプ：大小さまざまのフェイクニュース批判に晒され

続けた	
•  A.　トランプ自身の虚偽発言	

•  B.　トランプ以外が発信するフェイクニュース	

–  b-1　トランプ支持者が発信するフェイクニュース	

–  b-2　トランプとの関係が曖昧な第三者が発信するフェイクニュース	

–  b-3　トランプとは関係のないものが利益を目的として発信するフェイ
クニュース	
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４．2016年選挙とフェイクニュース	

•  トランプサイドのフェイクニュース	
– A.　「何千もの仕事がミシガンやオハイオから（海

外へ）流出している」「父が1975年に貸してくれた
一度の小さな資金で、私は何十億ドルもの価値
がある、世界に財を成す会社をつくった 」	

– B.　トランプ以外が発信するフェイクニュース	
•  b-1　「ブライトバート・ニュース」に掲載された移民暴動

記事 など	
•  b-2　ロシア疑惑など	
•  b-3　ピザゲート事件など	
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４．2016年選挙とフェイクニュース	
•  トランプサイドのフェイクニュースの方がクリントン側よりも

多種多様、膨大だった。	
•  それでも選挙に勝ったのはトランプ	
•  　　　⇧	
•  世論調査機関「ギャラップ」とジョージタウン大学、ミシガ

ン大学の政治学者らによる共同チームが、米世論調査学
会（ＡＡＰＯＲ）で報告したワードクラウドによる分析結果 	
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トランプ大統領とAlternative	Fact	
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トランプ氏の就任式の写真（左）と2009年のオバマ氏の就任式の写真	
https://www.bbc.com/japanese/38709628	



５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  リベラル・メディアは何
によってトランプを〈フェ
イク〉と批判するのか 	
– トランプの嘘の特徴	

•  自分の成果を誇大に語る	

•  状況を自分に都合良く解
釈する	

•  「敵」を誹謗中傷する	
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表　トランプによる10大フェイク（NBCニュースによる）	
	
10位　2018年9月の演説で「トランプ政権はこれまでのい

かなる政権よりも多くの成果を挙げた」と主張	
9位　11月にTwitterで、鉄鋼産業と自動車産業の投資は

うなぎのぼりだと発言。	
8位　関税によってアメリカの富は増しつつある、と12月に
ツィート。	

7位　12月のNBCニュースで、トランプ政権は過去最大の
減税と税制改革を行ったと主張。	

6位　民主党員はアメリカをヴェネズエラのようにしたがっ
ている「過激な社会主義者」だ、と10月に記事に書いた。	
5位　2018年7月、ローズガーデンでの記者会見で「われ

われは歴史上最大の経済回復を成し遂げた」と発言。	
4位　2018年11月トランプは「オバマが国境で子どもたち
を家族から引き離した」と発言。	

3位　2018年11月にホワイトハウスから「ロシア疑惑は魔
女狩りだ」と発言	

2位　10月に「共和党は、人びとに既存の条件を保証す
る」とツィート。	
1位　2018年10月、トランプはFOXニュースで「われわれは

壁を建設しつつある」と発言。12月13日には「メキシコは
壁の建設費を払う予定である」とツィート。クリスマスイブ

には「われわれはすでに何マイルにも及ぶ壁を建設・改
修している」とツイート。	



５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  トランプは何によってリ
ベラル・メディアを〈フェ
イク〉と批判するのか 	
– 事実関係ではなく、リ

ベラル・メディアの〈姿
勢〉そのもの	

•  CNNやNYTなどの報道
機関を、「フェイクニュー
ス（インチキ報道機関）」
と糾弾 	
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図　“fake”を含むTweet数の推移 	

図　トランプのすべてのTweet数の推移	



５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  トランプのソーシャルメディア依存	
–  トランプが既存メディアに対して「フェイク」批判をするのは、

ソーシャルメディア（とくにTwitter）上	
–  トランプの選挙が、本人の予想さえ超えて大きな「運動」となり

得たのは、Twitterというプラットフォームがあったからこそ 	
–  ⇧	
–  既存マスメディアは、長く、社会における言論についてのプロ

フェッショナリティを謳歌。いいかえれば、社会における言論を
統制、編集する力をふるってきた	

–  これに対して、ソーシャルメディアには、全体を統括する専門
家はいない。誰でも発言したければ自由に発言することができ
る 	

–  既存の枠組み（正論）では批判の対象となる発言もソーシャル
メディア上では、「運動」化する可能性がある	
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５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  マスメディアによる誤情報	
– たとえば、2017年12月、CNNは“Exclusive:	Email	
shows	effort	to	give	Trump	campaign	WikiLeaks	
documents”（独占スクープ：電子メールでわかるトラ
ンプ陣営へのウィキリークス文書提供）と報じた。追
随して、CBSもこのニュースを報じた。しかし同じ日、
ワシントン・ポストはこのニュースが既報道であると
指摘した。同様の誤報は、意図的か否かは不明だ
が、しばしば起きている。	

　　　⇩	
– オーディエンスからの不信	
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５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  メディアの信頼喪失	
–  The	Gallup/Knight	Foundationが公表した調査結果（対象：無

作為抽出された米国人1440人，2018）	
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５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  メディアの信頼喪失	
–  「メディア社会における社会関係資本に関する調査」（2017年
3月，N=7231）	
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フェイクニュースの出所 	 フェイクニュースとジャーナリズム 	



５．トランプとメディアの〈フェイク〉戦争	

•  もう一つの真実（alternative	fact）	
–  「メディア社会における社会関係資本に関する調査」（2017年
3月，N=7231）	
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図　〈真実〉は一つか 	

表　相対真実感の重回帰分析 	



トランプ大統領とAlternative	Fact	
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トランプ氏の就任式の写真（左）と2009年のオ
バマ氏の就任式の写真	
https://www.bbc.com/japanese/38709628	

2019.6.18　エリック・トランプのTweet	



６．トラブルへの対応	

•  ネットニュースの主流（メインストリーム）メディア化 	
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図　「社会に関する重要な情報源」（複数回答） 	



６．トラブルへの対応	
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ネットの問題現象にど
のように対応すべきか	

複数回答	

単独回答	

日米中比較	



６．トラブルへの対応	

•  フェイクニュースはどこから？	
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図　各メディアに対する評価（％，N=4167，2019年調査） 	



６．トラブルへの対応	

•  Yahoo!ニュースの動き（2019.3.28）	
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https://news.yahoo.co.jp/newshack/
information/comment_policy.html	



６．トラブルへの対応	

•  Yahoo!ニュースの動き（配信記事に対する責任）	
–  2019年1月28日、日清食品のCMに関する大坂なお

み選手の発言が誤訳されて報道された件で、誤訳コ
メントを発信した時事通信や朝日新聞だけでなく、記
事を配信したYahoo!ニュースも謝罪を行った。	

–  2017年12月に産経新聞が発信した沖縄の米海兵隊
員に関する誤報についても、産経新聞だけでなく、
Yahoo!ニュースも誤報を配信したことについて2018
年3月5日お詫びと訂正記事を載せた。	

– これまで、ニュースサイトは記事の内容に関する責任
を負わないというのが一般的認識だった 	
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６．トラブルへの対応	

•  プラットフォームとは	
•  　プラットフォームとは、まとめてGAFAと呼ばれるGoogle、Amazon、Facebook、Appleなどのように、

ソーシャルメディアやニュース提供、オンライン通販など多様なサービスを統合的に提供するネット
上の「場（プラットフォーム）」にユーザーを集めるビジネスモデル	

•  日本では、GAFAの他、Yahoo!や楽天など	
•  このようなビジネスは、単に効率的であるというだけでなく、プラットフォーム上で交換されるメッセー

ジや取引情報をビッグデータとして活用し、個々のユーザーの特性を細かく把握することでターゲッ
ト・マーケティングの有効性を高めている。	
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Facebook	revenue	for	the	quarter	ending	March	
31,	2019	was	$15.077B,	a	26%	increase	year-
over-year.	
Facebook	revenue	for	the	twelve	months	ending	
March	31,	2019	was	$58.949B,	a	32.21%	
increase	year-over-year.	
Facebook	annual	revenue	for	2018	was	
$55.838B,	a	37.35%	increase	from	2017.	
Facebook	annual	revenue	for	2017	was	
$40.653B,	a	47.09%	increase	from	2016.	
Facebook	annual	revenue	for	2016	was	
$27.638B,	a	54.16%	increase	from	2015.	

Facebookの収益	

https://www.macrotrends.net/stocks/charts/FB/facebook/revenue	



６．トラブルへの対応	

•  プラットフォームのトッ
プ企業化	

•  ⇩	
•  社会的影響力の増大	
•  社会的責任の増大	
•  ⇩	
•  トラブル対応の必要	
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https://glotechtrends.com/world-market-cap-ranking-190412/	



６．トラブルへの対応	

•  プラットフォームの対応	
•  ⇩	

–  2016年5月、欧州委委員会とフェイスブック社
やツイッター社などＩＴ大手４社はヘイトスピー
チ拡散を防ぐための行動指針に合意	

–  利用者などから通報を受けた書き込みについ
て、内容を２４時間以内に確認し、必要なら速
やかに削除	

–  ツイッター社は、現在、「暴言や脅迫、差別的
言動に対するツィッター社のポリシー」として、
ヘイト行為やヘイト表現を禁ずることを公式サ
イトに明記	

–  　Yahoo!ニュースの新しいコメントポリシーも	

–  課題山積	
•  問題のある書き込みをチェックするには膨大な

人員が必要	
•  判断基準も曖昧	
•  AIもまだ道は遠い。	
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https://www.facebook.com/about/privacy（2019.7.1）	



６．トラブルへの対応	

•  プラットフォームのパラドックス	
–  プラットフォームは、これまでヘイ

トスピーチや虚偽情報への対応
に逡巡。	

–  ソーシャルメディアの創設者たち
の使命感	

•  「グーグル の使命は、世界中の情
報を整理し、世界中の人がアクセ
スできて使えるようにすることで
す」と公式サイトで主張している。	

•  ツィッター「私たちは表現の自由を
信じ、すべてのユーザーが、世界
に影響を与える力を持っていると
考えています」	

–  この理念と、一部の発言に対す
る抑止とは、矛盾するとも考えら
れる。	
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https://about.google/intl/ja/	

https://about.twitter.com/content/
about-twitter/ja/values.html	



６．トラブルへの対応	

•  プラットフォームのパラドッ
クス	
–  プラットフォームの収益システムは、情

報操作を引き起こす温床ともなる	
–  「ヤフトピ」（Yahoo!ニュースのトピック）

は見出しの巧みさによって記事の価
値（アクセス数）を高めている	

–  Googleなどはアルゴリズムによって情
報の選別を行っている。	

–  それ自体は悪いことではないが、フェ
イクニューストラブルの一部は、このよ
うな構造が基盤になっている。	

–  ソーシャルメディア企業にとって、「規
制」は両刃の剣	
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Social	media,	seeking	to	please	users,	can	shunt	
information	that	they	guess	their	users	will	like	
hearing,	but	inadvertently	isolate	what	they	know	
into	their	own	filter	bubbles,	according	to	Pariser.	



６．トラブルへの対応	

•  Twitter社の動き（2019.6.27）	

https://blog.twitter.com/en_us/topics/
company/2019/publicinterest.html	

【シリコンバレー=中西豊紀】米ツイッターは27日、政府関係
者や選挙活動中の人による投稿について、不適切な内容
が含まれる場合はユーザーに事前警告する制度を導入す
ると発表した。同社のSNSはトランプ米大統領など著名人が
メッセージを発する場に使われている。米大統領選が近づ
く中、有権者を混乱させるような情報の拡散を防ぐ狙いが
ありそうだ。	
	
不適切な投稿が「警告」の対象になるのは政府関係者や公
職に就くための選挙活動中の人、近く政府の地位につくこ
とが決まっている人など。そのうえで10万人を超えるフォロ
ワーがおり、ツイッターの公認アカウントをもっている人とし
ている。日本も含めて即日実施するが、27日以前の投稿に
は適用されない。	
	
『日本経済新聞』2019年6月28日	
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６．トラブルへの対応	
•  トランプ大統領のパラドックス 	

–  当初泡沫候補扱いだったドナルド・トランプが、予想を裏切って大統領の座を獲得したのは、
ツィッターなどを通じて彼自身の言葉を直接国民に届けるという戦略が効果を上げたから	

–  彼に対する既存ジャーナリズムの批判は「フェイク」とされ、独断の目立つ彼の発言がむし
ろ人々の心に突き刺さるものとなった。	

–  このやり方は大統領就任後も変わらない。トランプにとって、マスメディアは不都合な「フェイ
ク」メディア、ソーシャルメディアは都合のよいメディアだったはず	

–  　ところが最近、トランプ大統領はしばしば、（ツィッター上で）、ソーシャルメディアに対して
も批判的な言葉を投げつけている。規制強化の流れによって、トランプに近い人々がアカウ
ント削除などの制裁を受けている。それが、保守派に対する不当な弾圧だというのがトラン
プの主張。	
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ソーシャルメディアを批判するトランプ
大統領のツィート 	



６．トラブルへの対応	

•  トランプ大統領のパラドックス 	
2019年5月、フランス大統領、
ニュージーランド首相、イギリス首
相、グーグル社、フェイスブック社、
ツイッター社などの幹部らが参加し
た会議で、ネット上でテロなどをあ
おる情報は直ちに削除するとの宣
言を発表。	
　　　⇩	
アメリカは宣言への参加を見送り、
トランプ大統領はネット上の「表現
の自由」を侵害することへの懸念
をツィート 	
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2019年5月15日のトランプ大統領のツィート 	



７．研究環境と情報倫理	

•  Cambridge	Analyticaの問題	
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https://www.bbc.com/japanese/43985373	



７．研究環境と情報倫理	

•  新しい研究の可能性	
– ビッグデータ	
– 非確率サンプリング	
– 実験環境としてのオンライン空間	
– マスコラボレーション	
– 観察者／操作者の不可視化	
– 予期しない二次使用	
– ・・・・	
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７．研究環境と情報倫理	

•  3つの事例（ref.　BIT	BY	BIT）	
–  2012年、70万人のFacebook利用者を対象として，ある実

験が行われた。これは利用者の感情を変化させる可能性
のある実験だったが，対象者たちは同意していなかったし，
研究自体も第三者による倫理的監視を受けていなかった。	

–  2006年から、ある研究者たちは,	Facebookから学生の
データをスクレイプし，大学の記録との統合データで研究
を行い，他の研究者とデータを共有した。	

–  2014年3月．ジョージアエ科大学のSam	BurnettとNick	
Fbamsterは．インターネット上での検閲をリアルタイムか
つグローバルに測定するシステム「アンコール(Encore)」を
立ち上げた。この目的のために彼らは、抑圧的な政府に
よってブロックされている可能性のあるウェブサイトを知ら
ないうちに訪れるよう，人々のコンピュータに細工した。	
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７．研究環境と情報倫理	

•  ４つの原理（ref.　BIT	BY	BIT）	
– 人格の尊重	

•  人を自律的な存在として扱い， その希望に応えること	
– 善行	

•  研究におけるリスクと便益のあり方について理解し， 改善
していくこと， さらに最善のバランスを決定すること	

– 正義	
•  研究のリスクと便益の公平な配分を確保すること	

– 法と公益の尊重	
•  善行の原理を拡張し，特定の対象者だけでなくすべての利

害関係者を含む	
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８．道徳のジレンマ（トロッコ問題）	

•  道徳の実践	
– 功利主義（最大多数の最大幸福）か	
– 規範の遵守か	

•  トロッコ問題（究極の選択）の解	
　　⇒普遍性と局所性	
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８．道徳のジレンマ（トロッコ問題）	

•  Q10．ブレーキが故障して暴走する路面電車が線路の分岐点に近
づいている。もしその線路のまま路面電車を走らせると、線路上に
いる五人の作業員が死ぬ。進路を待避線に切り替えると、待避線
の作業員一人が死ぬ。あなたがこの路面電車の運転手だったらど
うするか？（一つ選択）	
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８．道徳のジレンマ（トロッコ問題）	

•  Q10SQ1．上と同じ状況で、本線上の５人が高齢者で、待避線上の
作業員が若者だった場合にはどうですか？（一つ選択）	
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８．道徳のジレンマ（トロッコ問題）	

•  Q10SQ2．上と同じ状況で、あなたは線路を見下ろす橋の上
にいる傍観者だとする。あなたの隣には太った人がいて、こ
の人を突き落とせば路面電車の走行が妨害され、５人の作業
員は助かる。（突き落とされた人は死ぬ）。あなたならどう
しますか？（一つ選択）	
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８．道徳のジレンマ（トロッコ問題）	

•  Q10SQ3．上と同じ状況で、隣の人が、地域経済に欠くこと
ができない大物だったらどうですか？（一つ選択）	
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９．おわりに−−間メディア社会の今後	

•  メディア空間における多様なパワーゲーム	
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政治的パワーゲーム	

市場的パワーゲーム	

文化的パワーゲーム	

技術的パワーゲーム	

フラットな平面上に多様なパワーゲーム	
相互に結託と対立	
いかに動的なバランスを維持するか	

社会における格差の拡大	
居場所のないものたち	
社会的包摂の必要	



おまけ	

•  最近の話題：ディープフェイク	
–  ディープフェイク＝AIによって創られたフェイク情報	
–  2017年末　AIによる有名女優のフェイクポルノ	
–  2019.6　Facebookのマーク・ザッカーバーグCEOが「人々のデータを

1人の男がコントロールすることを想像してください」とニュースで訴
えるディープフェイク動画　
https://www.instagram.com/p/BypkGIvFfGZ/　	

–  2019.6　デジタル・フォレンジクス（識別）手法により識別可能？	
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